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 要  旨 
ハエは、口の唇弁と肢先のふ節に、毛状の味覚器“味覚毛”を持っており、その根元には４つの
味細胞の細胞体が埋め込まれている。各味細胞はそれぞれ、糖、塩、水、苦味物質に対して特異
的に応答することが知られており、これらの味物質の化学的情報は、電気的信号へと変換され、
脳まで伝えられる。現在、この味覚情報変換機構については諸説があるが、本研究はそれらの説
を念頭におき、味覚毛における味覚情報の処理様式を明らかにしようとするものである。 
食欲の旺盛なハエは、味覚毛が栄養物であるショ糖溶液に触れた際に、反射的な摂食行動を示す
が、ほんのわずかに苦味物質が混入しただけで、この摂食行動が抑制されることが知られている。
またその場合に、糖細胞の発するインパルス頻度が抑制されることが報告されている。そこで、
この抑制は、糖細胞や第五細胞などの情報変換機構とどのように関わるかを検討した。 
初めに、水、ショ糖溶液、食塩水それぞれに、強力な苦味物質であるデナトニウム(DN)を様々な
濃度で混ぜ、各味細胞が発するインパルス頻度を調べたところ、100mM ショ糖溶液に苦味物質
が 0.1－0.5mM 混入しただけで、糖応答は大幅に抑制された。このとき、抑制に関する DN の閾
値濃度と、第五細胞の応答に関する DN の閾値濃度がほぼ一致していたことから、第五細胞の応
答の結果として糖細胞が抑制される、という可能性が考えられた。そこで、この細胞間情報伝達
様式の候補として、近年味細胞の興奮に伴い産生されることが示され、膜透過性のある、一酸化
窒素(NO)の可能性を検討した。 
NO 供与剤の NOC7 を糖に混ぜて刺激したところ、糖応答の他に小さな振幅のインパルスが誘発
され、その一方で、NOC7 単体での刺激では、振幅の異なる大小二種類のインパルスが誘発され
た。次に、味細胞内に導入した NO 消去剤の PTIO は、苦味応答に影響しないことを観察し、こ
の小さい振幅のインパルスは苦味応答ではないことが明らかにされた。一方、検出が困難と言わ
れていたふ節味覚毛における水応答を、絶水状態のハエから記録することに成功し、そのインパ
ルスが NOC7 によって誘発されるものであることを見出した。 
以上のように、味覚毛内における苦味細胞の NO を介した細胞間相互作用を検討したが、NO は、
苦味細胞の発する細胞間情報伝達物質でも、苦味細胞の細胞内情報伝達物質でもないことが明ら
かとなり、またその一方で、NO は、水細胞の情報変換に関与していることが示唆された。 
 
